
一般会計 270億7,000万円
特別会計 152億5,800万円
企業会計   29億1,700万円
　　合計 452億4,500万円

市税
122億3,500万円
45％（昨年度同比）

国県支出金
62億9,300万円

23％（△7％）

市債
17億3,100万円
7％（△53％）

地方交付税
19億3,200万円

7％（＋17％）

歳入合計
270億7,000万円
（前年度比△10％）

その他
48億7,900万円
18％（△17％）

繰入金、各種交付金、分担金
負担金、使用料手数料 他大型投資事業の

完了に伴い前年
度比53％減額

大型投資事業の
完了に伴い前年
度比7％減額

個人市民税の
増 額 な ど を 見
込み微増（対前

年度同比）

令和2年度
当初予算案

令和2年度
当初予算案

問 財政課☎内線1221

特集

●
デ
マ
ン
ド
型
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る

　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円 

　
民
間
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
公
共

交
通
手
段
の
な
い
地
域
の
方
や
、
高
齢
な
ど
の
理
由

で
公
共
交
通
の
利
用
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
自
己
負
担
額
の
少
な
い
移
送
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す（
令
和
2
年
10
月
サ
ー
ビ
ス

開
始
予
定
）。（
担
当
／
経
営
企
画
部
）

会計年度任用
職員期末手当の
増により対前年
度比5％の増額

民間保育園運営
負担金等の増額により

前年度比5％増額

牛久シャトー賃借料
の増額等により対前

年度比6％の増額

扶助費
69億4,200万円
26％（＋5％）

物件費
52億800万円
19％（＋6％）人件費

46億1,100万円
17％（＋5％）

補助費等
35億8,900万円
13％（＋9％）

繰出金
22億1,800万円
8％（△20％）

公債費
20億6,200万円
8％（昨年度同比）

その他
7億3,600万円 3％（△5％）
積立金、維持補修費、予備費 他

投資的経費
17億400万円
6％（△68％）

歳出合計
270億7,000万円
（前年度比△10％）

ひたち野うしく
中学校建設、清掃工場

延命化等の大型投資事業
の完了に伴い、対前年

度比68％の減額

令和2年度の
重点施策

復
活
と
挑
戦
、
そ
し
て
飛
躍
へ

令
和
2
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
牛
久
シ
ャ
ト
ー
と
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル
の
復
活
が
最
重
点

課
題
に
。
併
せ
て
、
人
口
減
少
時
代
に
打
ち
勝
つ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
変
革
）へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

各
事
業
の
必
要
性
・
緊
急
性
・
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
事
業
採
択
を
行
い
ま
し
た
。

●
牛
久
シ
ャ
ト
ー
を
利
活
用
す
る

　
６
８
６
６
万
９
千
円 

●
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル
の
利
活
用
を
図
る

　
2
億
１
４
９
８
万
５
千
円 

　

令
和
2
年
度
は
、牛
久

シ
ャ
ト
ー
を
創
設
し
た
神
谷

傳
兵
衛
の
出
身
地
で
あ
る
愛

知
県
西
尾
市
と
の
交
流
を
予
定
。

レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
加
え
、
ワ
イ
ン

醸
造
事
業
の
早
期
再
開
を
目
指

し
ま
す
。（
担
当
／
環
境
経
済
部
）

　
令
和
2
年
度
は
、
現
在
閉
鎖
し
て
い
る
旧
イ
ズ
ミ

ヤ
店
舗
部
の
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
行
う

と
と
も
に
、
引
き
続
き
テ
ナ
ン
ト
誘
致
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
方
々
に

利
用
さ
れ
る
公
共
施
設

の
整
備
に
向
け
た
実
施

設
計
を
行
い
ま
す
。（
担

当
／
建
設
部
）

継
続

拡
充

　

 

牛
久
シ
ャ
ト
ー
・
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
ビ
ル　

   

人
口
減
少
時
代
に
打
ち
勝
つ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

復活挑戦●
都
市
計
画
を
適
正
に
管
理
す
る

　
８
１
３
１
万
8
千
円

　
北
部
地
区
に
お
け
る
宅
地
需
要
に
応
え
る
た
め
、

調
整
区
域
で
の
宅
地
開
発
の
手
法
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
令
和
2
年
度
は
、該
当
地
区
に
お
け
る
調
査

や
基
本
計
画
の
策
定
、地
区
計
画
素
案
の
策
定
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
担
当
／
建
設
部
）

再
び
人
口
増
の
ま
ち
に
す
る
た
め

の
取
り
組
み

1

継
続

4
生
涯
活
躍
の
ま
ち
を
支
え
る
取
り
組
み

新
規

令和2年度
当初予算

▼▼▼ 一般会計の状況 ▼▼▼　※円グラフ中（　）内は前年度比
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収  入 支  出

給与 407,000円

　基本給 213,000円

　諸手当 194,000円

貯金取り崩し 14,000円

ローン借入金 29,000円

収入合計 450,000円

生活費計 313,000円
　食費 77,000円
　光熱費・通信費 87,000円
　家族の医療費 115,000円
　家・車などの修理 34,000円

家族への仕送り 97,000円
ローン返済 34,000円
貯金 5,000円
その他 1,000円

支出合計 450,000円

1

2

3

4

市の予算をもっと身近に感じられるよう、一般会計の予算を
年収540万円（1カ月あたり45万円）の家庭の家計に例えて説明します。

●市税
市民の皆さんが納めた税金
●分担金・負担金
市のサービス等を受ける人
たちが負担するお金
●使用料・手数料
市営施設使用料や住民票
の発行手数料など

●人件費
市職員給料や議員報酬など
●物件費
光熱水費、消耗品費など
●扶助費
生活保護、医療費助成等の
社会保障関係経費
●投資的経費
道路・公園・施設の整備など市
の資産形成につながる経費
●維持補修費
道路・公共施設の維持経費

●国県支出金
市の事業に対し、国や県か
ら交付されるお金
●地方交付税
国税から地方に配分され
るお金
●各種交付金
配当割交付金、地方消費税
交付金など

●市債
大型の建設事業等のため
に、市が国や銀行などから
借りたお金

●繰入金・繰越金
市の基金から引き出した
お金、前年度に残ったお金

令和2年度当初予算案特集

●
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る

　
２
８
８
７
万
７
千
円 

●
道
路
施
設
を
維
持
補
修
す
る

１
億
２
７
９
９
万
９
千
円

●
道
路
舗
装
を
計
画
的
に
修
繕
す
る

９
８
０
０
万
円

●
道
路
の
雨
水
排
水
施
設
を
整
備
す
る

２
１
５
０
万
円

●
既
存
団
地
の
雨
水
排
水
施
設
を
整
備
す
る

２
５
５
０
万
円

　
判
断
能
力
の
低
下
し
た
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
、
成

年
後
見
制
度
等
の
利
用
に
よ
り
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
相
談
や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
法
人
後
見

等
の
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
中
核
機
関
と
し
て
の
利

用
促
進
事
業
を
行
い
ま
す
。（
担
当
／
保
健
福
祉
部
）

　
令
和
２
年
度
は
、
市
道
7
・
21
号
線
、
市
道
63
・
２
９

９
０
号
線
等
の
舗
装
修
繕
、
市
道
１
１
８
６
号
線
、
２
２

６
４
・
２
２
６
７
号
線
等
の
雨
水
排
水

施
設
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
／
建
設
部
）

生
活
道
路
が
便
利
な
ま
ち
へ
の
取
り
組
み

6

うしく家の家計簿
令和2年度当初予算（一般会計）に基づく

うしく家では、ローンを返済
する一方、新たな借入を抑えて
残高を減らす努力をしています。

●補助費等
各種団体への助成金など
●繰出金
会計相互間で支出される経費

●公債費
市債の元金や利子の償還金
や一時借入金の利子など
●積立金
将来の財源変動に備えて
積み立てたお金

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

新
規

●
民
間
保
育
園
の
建
設
を
支
援
す
る

　
５
１
６
７
万
5
千
円

●
予
防
接
種
を
実
施
す
る

　
1
億
８
５
２
１
万
5
千
円

●
妊
婦・
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て

　
教
室・相
談
を
実
施
す
る　

90
万
1
千
円

●
住
井
す
ゑ
記
念
館
を
公
開
活
用
す
る

　
2
億
５
２
８
万
７
千
円

　
待
機
児
童
の
解
消
、
さ
ら
な
る
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
牛
久
駅
東
口
に
建
設
予

定
の
保
育
園（
予
定
定
員
60
人
）の
建
設
へ
の
補
助

を
実
施
し
ま
す
。（
担
当
／
保
健
福
祉
部
）

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
任
意
接
種
で
半

額
助
成
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
10
月
か
ら

定
期
接
種
と
な
る
た
め
、
全
額
助
成
と
な
り
ま
す
。（
担

当
／
保
健
福
祉
部
）

　

父
親
へ
の
子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め
、令
和
2
年

度
か
ら
に
ん
ぷ
っ
ぷ
教
室
を
、よ
り
父
親
が
参

加
し
や
す
い
サ
ン
デ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ス

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。ま
た
、沐
浴
人
形

と
妊
婦
ベ
ス
ト
の
貸
出
事
業
も
開
始
し
ま
す
。

（
担
当
／
保
健
福
祉
部
）

　
平
成
29
年
度
に
寄
贈
を
受
け
た
旧
住
井
す
ゑ
邸
に

つ
い
て
、記
念
館
を
観
光
誘
客
施
設
と
し

て
整
備
。周
辺
の
雲
魚
亭
や
河
童
の
碑
な

ど
と
と
も
に
、牛
久
沼
周
辺
の
観
光
誘
致

を
図
り
ま
す
。（
担
当
／
教
育
委
員
会
）

子
育
て
環
境
充
実
の
た
め
の
取
り
組
み

観
光
資
源
を
活
用
し
た
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

23

一
部
新
規

一
部
新
規

拡
充

安
心
安
全
の
充
実
し
た
ま
ち
へ
の
取
り
組
み

5●
自
主
防
災
組
織
を
育
成
す
る

　
１
６
６
２
万
７
千
円

　
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
、自
主
防
災
組
織
の
結

成
に
対
し
助
成
を
実
施
。令
和
２
年
度
は
、女
化・ね
む

の
木
台・大
和
田
行
政
区
で
結
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、牛
久
市
防
災
会
内
に
防
災
士
部
会
を
立
ち

上
げ
、同
時
に
防
災
士
資
格
取
得
に
対
す
る
補
助
を
新

設
し
ま
す
。（
担
当
／
市
民
部
）

継
続

継
続

1
2

5

3

6

4

7
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その他重要施策

●
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を

　
改
修
す
る

　
７
６
０
８
万
1
千
円

●
国
勢
調
査
を
実
施
す
る

　
３
８
３
６
万
2
千
円

●
行
政
区
集
会
施
設
の
整
備
や
管
理
に
対
す

る
助
成
を
す
る

　
４
６
６
０
万
2
千
円

●
市
保
健
セ
ン
タ
ー
を
改
修
す
る

　
1
億
５
７
０
２
万
円

●
農
業
や
漁
業
団
体
等
の
活
動
を
支
援
す
る

　
２
８
１
２
万
９
千
円

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
活
用
を
支
援
す
る

５
７
８
万
4
千
円

●
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
運
用
す
る

６
４
２
５
万
4
千
円

　

築
33
年
が
経
過
し
た
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
を
大
規
模
改
修
し
ま
す
。

令
和
2
年
度
は
前
年
度
か
ら
引
き
続

き
実
施
設
計
と
昇
降
機
の
更
新
等

を
行
い
ま
す
。（
担
当
／
教
育
委
員
会
）

　
令
和
2
年
度
は
、
5
年
に
1
度
の
国
勢
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
統
計
法
に
定
め
る
、
最
も
基
本
的
で

重
要
な
基
幹
統
計
調
査
で
あ
り
、
実
施
１
０
０
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。
日
本
の
国
と
地
域
の
人
口
と
そ

の
構
造
、
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
調
査
結
果

は
各
種
行
政
施
策
を
は
じ
め
多
方
面
に
利
用
さ
れ
ま

す
。（
担
当
／
経
営
企
画
部
）

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
集
会
施

設
の
整
備
・
管
理
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
の
主
な
も
の
と
し
て
、
ね

む
の
木
台
、
お
よ
び
栄
町
行
政
区
集
会
所
の
建
設
を

は
じ
め
、
東
猯
穴
お
よ
び
小
坂
行
政
区
の
ト
イ
レ
改

修
工
事
等
に
対
す
る
補
助
金
を
予
算
計
上
し
て
い
ま

す
。（
担
当
／
市
民
部
）

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
を
常
に
良
好
な
状
態
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
老
朽
化
し
た
設
備
等
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
。
令
和
２
年
度
と
令

和
３
年
度
の
2
カ
年
で
、空
調
設
備
更
新

工
事
を
行
い
ま
す
。（
担
当
／
保
健
福
祉
部
）

　
市
内
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、関
連
団
体
や
生

産
者
へ
の
活
動
費
等
の
補
助
を
行
い
ま
す
。令
和
2
年

度
は
、
青
果
物
等
出
荷
用
梱
包
箱
補
助
に
新
規
対
象

団
体
と
し
て
そ
さ
い
部
会
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
生
産
部
会
を
加
え
ま
す
。
ま

た
、
銘
柄
産
地
指
定
を
受
け
て
い
る

小
菊
の
生
産
者
に
対
し
て
品
質
向
上

支
援
補
助
を
実
施
し
ま
す
。（
担
当
／

環
境
経
済
部
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
出
張
申
請
に
よ

る
申
請
受
付
の
拡
大
や
窓
口
体
制
の
強
化
を
図
り
、
交

付
率
向
上
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
発
行
と
あ
わ
せ

て
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
設
定
す
る
こ
と
で
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
多
く

の
市
民
が
享
受
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
行
い
ま

す
。（
担
当
／
経
営
企
画
部
・
市
民
部
）

当初予算の詳細は市ホームページ
で公開しています。

令和2年度当初予算案特集

新
規

新
規

継
続

継
続

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

拡
充

一
部
新
規

●
清
掃
工
場
を
維
持
管
理
す
る

　
4
億
３
２
４
９
万
7
千
円

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
の
維
持
お
よ
び

機
能
保
全
を
実
施
し
ま
す
。
令
和
2
年
度
は
、
施
設

の
経
年
劣
化
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度
に
続

き
、
Ｉ
Ｄ
Ｆ
イ
ン
バ
ー
タ
更
新
工
事
・
焼
却
炉
耐
火

物
更
新
工
事
等
の
維
持
補
修
工
事

や
点
検
等
を
行
い
ま
す
。（
担
当

／
環
境
経
済
部
）

●
企
業
を
誘
致
し
進
出
希
望
企
業
を
審
査
す
る

　
5
億
８
０
０
８
万
5
千
円

　
新
規
進
出
企
業
や
新
た
な
設
備
投
資
を
し
た
企
業
へ

奨
励
金
の
交
付
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
2
年
度
は
、
5

社
に
対
し
て
交
付
予
定
で
す
。
奨
励
金
は
、
令
和
元
年

度
に
積
立
を
行
っ
た
企
業
誘
致
事
業
等
推
進
基
金
か
ら

の
繰
入
金
を
財
源
と
し
ま
す
。（
担
当
／
環
境
経
済
部
）

継
続

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
運
用
す
る

５
６
１
万
4
千
円

●
地
域
学
校
協
働
活
動
を
推
進
す
る

２
２
２
万
1
千
円

　
学
校
と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、平

成
31
年
4
月
よ
り
全
小
中
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）を
導
入
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
は
新
設
の
ひ
た
ち
野
う

し
く
中
学
校
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、

各
学
校
や
地
域
に
合
わ
せ
た
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

（
担
当
／
教
育
委
員
会
）
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